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我々は 2003 年 12 月、東京都小笠原村父島旭山にある国立天文台 VERA 小笠原観測局において、コロケーション

測量を実施した。本作業により、VLBI・GPS の 2 つの異なる宇宙測位技術で得られた測位座標値の結合を行うこと

になり、両技術の測位系の整合性を図ることができる。また観測運用が始まったばかりの国立天文台 VERA 小笠原

観測局アンテナの中心位置を決定することで同局における電波干渉観測にも貢献するものである。 

コロケーション作業は既に Matsuzaka et.al.(2002) や Hasegawa et.al.(2002)に報告されているように、ア

ンテナ構造部に反射鏡を固定し、地上の測量標からの相対位置ベクトルを算出する方法で行なわれた。測量標から

はトータルステーションにより、反射鏡までの測角(水平角・鉛直角)、測距により取り付けを行なった。異なる姿

勢で反射鏡の 3次元位置を測定することにより、反射鏡の描く球殻中心位置からアンテナ位置を算出する。 

国土地理院では今年、当院父島観測局のコロケーション測量を計画している。本作業によって、同一島内にあ

る 2つの電波観測施設間での相対位置測定が可能となる。 

本発表では、作業の詳細を報告するとともに、簡単な初期成果を報告する予定である。 

 


